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Thesaurus Universitatis

新
次
郎
池

５
号
館
（
左
）
と
図
書
館



だいがくのたから

森
と
共
生
し
た
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス

　

東
京
経
済
大
学
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
Ｊ
Ｒ
中
央
線
で
新
宿
か
ら
₂₀
分
ほ
ど
の
東
京
都
国
分
寺
市
に

あ
る
。
国
分
寺
の
由
来
は
奈
良
時
代
に
建
て
ら
れ
た
武
蔵
国
分
寺
で
あ
る
。
今
は
住
宅
地
が
広
が
り
、
街

中
は
に
ぎ
や
か
だ
が
、
関
東
随
一
の
水
源
地
で
あ
る
武
蔵
野
台
地
の
環
境
も
保
持
し
て
い
る
。
歴
史
と
文

化
、
自
然
が
溶
け
合
う
街
で
あ
る
。

　

国
分
寺
は
湧
水
で
も
有
名
だ
。
多
摩
川
の
浸
食
で
で
き
た
国
分
寺
崖が
い

線せ
ん

は
「
ハ
ケ
」
と
も
呼
ば
れ
、
関

東
ロ
ー
ム
層
で
ろ
過
さ
れ
た
水
が
湧
い
て
い
る
。
国
分
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
は
崖
線
に
沿
っ
て
広
が
る
緑
の
回

廊
の
一
部
を
な
し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
「
新
次
郎
池
」
は
「
東
京
の
名
湧
水
₅₇
選
」
に
選
ば

れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
の
湧
水
は
野
川
に
注
い
で
い
る
。
池
周
辺
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
動
植
物
が
見
ら
れ
る

自
然
豊
か
な
土
地
柄
で
あ
る
。

　

東
京
経
済
大
学
は
２
０
１
０
年
の
創
立
１
１
０
周
年
記
念
式
典
で
「
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
宣
言
」
を
発
表

し
、
環
境
に
優
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
森
の
生
態
系
を
健
全
な
状
態
に
維

持
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
削
減
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
に
竣
工
し
た
図
書
館
は
、
国
土
交
通
省
の
省
Ｃ
Ｏ
２
先
導
事
業
に
環
境
共
生
型
図
書
館
と

し
て
応
募
し
、
新
築
の
建
築
物
部
門
に
お
い
て
優
れ
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
選
定
さ
れ

た
。
採
光
の
工
夫
に
よ
る
明
る
い
空
間
と
植
物
と
の
共
生
を
は
か
っ
た
外
観
が
評
価
さ
れ
、
２
０
１
２
年

竣
工
の
５
号
館
と
あ
わ
せ
て
、
２
０
１
４
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
も
受
賞
し
て
い
る
。

　

東
京
経
済
大
学
は
、
建
学
の
理
念
「※

進し
ん

一い
っ

層そ
う

」
と
「
責
任
と
信
用
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
地
球
規
模

で
求
め
ら
れ
て
い
る
「
環
境
と
共
生
す
る
持
続
可
能
な
社
会
の
創
造
」
に
貢
献
す
る
こ
と
を
重
要
な
使
命

と
考
え
て
い
る
。
国
分
寺
崖
線
の
森
と
共
生
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
す
べ
て
の
学
生
が
教
育
、
課
外
活
動

を
通
じ
て
、
環
境
マ
イ
ン
ド
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

※ 

「
進
一
層
」　

東
京
経
済
大
学
の
前
身
、
大
倉
商
業
学
校
の
創
立
者
大
倉
喜
八
郎
は
「
一
歩
前
に
出
て
道
を
切
り

ひ
ら
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
を
「
進
一
層
」
と
呼
び
、
建
学
の
精
神
と
し
た
。

東京経済大学



　早稲田大学は「マンモス授業が多い」とよく言わ
れますが、実際は、学部授業の80％が50人以下、44％
が20人以下の少人数クラスです（2014年度実績）。単
に少人数になっただけではなく、授業形態も様変わ
りしています。教材や講義など教育内容のデジタル
化が進み、学生一人ひとりがタブレットを持ち、授
業の資料が表示されたり、学生がグループで議論し
た内容を入力すると即座に教室の大画面に映し出さ
れてクラス全員が共有するといった風景も、現実と
なっています。
　早稲田大学の中長期計画Waseda Vision 150 でめ
ざす「グローバル人材の育成」には、学生が生き生
きと、かつ主体的に授業に参画し、多様な人々と切
磋琢磨しながら学び合う学習体験が不可欠です。そ
の目標実現のために、早稲田大学では新しい教育手
法の開発と、教育効果を最大限に引き出す環境施設
整備を統合的に捉え、新時代に向けたキャンパスづ
くりに努めています。

〈表紙写真〉

変わる授業形態～少人数、デジタル化



特色ある取組❶ Waseda Vision 150 実現へ向けた  
教育 ・ 研究事業

　早稲田大学では、創立150周年を迎える2032年にあるべき姿を示したビジョ
ンを2012年秋に発表し、日々、その目標の実現に向けて全学で取り組んでいま
す。グローバル人材の育成を第一目標に掲げる「Waseda Vision 150」では、
その加速化プログラムとなるスーパーグローバル大学創成支援事業（SGU）にお
いて「Waseda Ocean 構想」が採択されました。それに基づき、世界を牽引し、
世界に貢献する大学であり続けるため、世界に向けて大学を開放（多様性、開放
性）し、ダイナミックな頭脳の国際的流動の中で（流動性）、教育 ・ 研究の質と量の

飛躍的向上に着手します。
　2015 年 度 は 特 に、

「Waseda Ocean 構想」
における事業推進の軸と
なる６つのモデル拠点（日
本文化学・ナノエネルギー
材料工学 ・ 実証政治経済
学 ・ 数物系科学 ・ 健康ス
ポーツ科学 ・ ICTロボッ
ト工学）に対して、先行
して集中的に投資を行い、
新たな国際的教育 ・ 研究
プログラム構築に向けた
教育 ・ 研究環境整備を支
援し、その取組や成果等
を積極的に発信すること
を目標としています。

大学点描

2015年度　早稲田大学事業計画

詳細記事

先行6モデル拠点の概要図

国際的評価向上に全学を牽引。

先行6モデル拠点を選定

効果の全学展開

世界水準の
研究者が
循環する拠点

実証政治経済学

健康スポーツ
科学

ICT・ロボット工学 ナノ・エネルギー材料

数物系科学

日本文化学



特色ある取組❷ 学びの場の整備 ・ 情報環境の充実

　新しい教育方法や学修環境の変化に対応し、学生がいつでもどこでも学べる環境
を実現するため、建物、情報基盤等の環境整備に取り組みます。
　2015年度に、新たなコミュニケーション基盤システムを整備します。現状の
授業支援システムと情報ポータルサイトを統合し、さらに、学習成果や課外活動履
歴等を蓄積活用できる自律型学修「ポートフォリオ」や、きめ細やかな学生指導を
可能とする「学生カルテ機能」を実現します。
　また、今後の各キャンパスの施設整備計
画策定において、学びの場の整備 ・ 充実お
よび学生アメニティ施設の拡充を重点的な
施策と位置付け、2015年度は、早稲田
キャンパス７号館１階に新たなラーニング
コモンズを設けるとともに喫食スペースや
売店を整備するほか、西早稲田キャンパス
における中庭整備、グループ学習施設であ
る「共創館」のさらなる整備 ・ 充実等の事
業を進めます。

詳細記事

中央図書館内のグループ学習エリア

ライティングセンターでは、１対１で文章作成
指導が受けられる。



特色ある取組❸ 早稲田文化 ・ スポーツの発信

　早稲田大学が所有する多種多様な文化資源を、教育 ・ 研究 ・ 学生生活において有
効活用するとともに、展示会や各種イベントを通じた社会貢献活動、国際共同シン
ポジウムの開催をはじめとする国際文化交流を推進します。さらに、「早稲田文化
ポータルサイト」を構築することで、本学の多様な文化 ・ 芸術諸活動をまとまりの
ある「文化の束」として発信していきます。
　また、早稲田スポーツの価値や機能を最大化するため、大学スポーツの新たなモ
デルを提示します。

「ワセダアスリートプログラム
（WAP）」：すべての体育各部部員
（約2400名）対象に、学業とス
ポーツを両立し、社会性と豊かな
人間性を兼ね備えた人材の育成を
目的に、講演会やボランティア活
動、アカデミックアドバイザーに
よる修学支援等を提供する組織的
かつ統合的な教育プログラム。

2015年３月に竣工した「早稲田小劇場どらま館」

詳細記事

体育部選手による地域貢献活動



「集まり散じて人は変われど」～学内にあふれるエネルギー、多様性に富むニュー
スの数々を、早稲田大学 Web サイトで発信しています。

変わらない早稲田 ・新しい早稲田

2014年11月にリニューアルした早稲田大学 Web サイト http://www.waseda.jp/

早稲田祭2014



　

70
年
前
、
終
戦
の
日
に
、
無
残
な
焼
け
跡
を
前
に
し
て
、

何
人
の
人
が
、
今
日
に
至
る
わ
が
国
の
急
速
な
復
興
と
発
展

を
予
想
で
き
た
だ
ろ
う
か
。
こ
の
驚
異
的
な
発
展
を
支
え
た

要
素
の
一
つ
に
、
国
民
の
知
的
水
準
の
高
さ
と
持
ち
前
の
勤

勉
さ
を
基
礎
と
し
て
不
断
に
科
学
技
術
の
開
発
に
努
め
て
き

た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

社
会
構
造
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
現
代
も
、
新
た
な

時
代
に
対
応
す
る
力
の
源
泉
は
、「
教
育
」
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
大
学
は
、
明
る
い
未
来
実
現
の
た
め
に
自
己
改
革
を
進

め
、
前
途
有
為
な
若
者
た
ち
の
知
恵
と
実
行
力
を
育
む
使
命

を
担
っ
て
い
る
。

未
来
を
育は

ぐ
く

む
鎌
田 

薫
●
早
稲
田
大
学
総
長
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１　
は
じ
め
に

　

私
は
、「
東
日
本
大
震
災
」
が
発
生
し
た
２
０
１
１
年
の
４

月
に
学
長
と
し
て
就
任
し
、
２
０
１
４
年
の
任
期
満
了
の
改

選
期
に
再
選
さ
れ
、
２
０
１
５
年
か
ら
２
０
１
８
年
ま
で
の

４
年
間
、
大
学
運
営
の
舵
取
り
を
託
さ
れ
た
。
思
え
ば
先
の

４
年
間
の
任
期
中
、
は
じ
め
の
１
年
は
、
震
災
対
応
（
被
災

学
生
の
安
否
確
認・

受
験
料
免
除
や
奨
学
制
度
の
即
応・

電

力
節
約・

学
年
暦
の
変
更
な
ど
）
に
追
わ
れ
た
。
明
く
る
年

は
大
学
の
創
立
１
３
０
年
の
周
年
事
業
に
当
た
り
、
諸
行
事

に
奔
走
し
た
。
後
半
の
２
年
で
、
ど
う
に
か
当
初
の
「
学
長

方
針
」
に
沿
っ
て
働
け
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
ど
の
よ
う
な

問
題
に
直
面
し
ど
う
し
て
き
た
か
、
ま
た
こ
れ
か
ら
い
か
に

あ
る
べ
き
か
を
述
べ
、
過
ぎ
し
４
年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

来
た
る
４
年
に
思
い
を
馳
せ
、
こ
の
間
、
心
中
に
去
来
す
る

こ
と
ど
も
を
い
さ
さ
か
ま
と
め
、
編
集
部
の
要
請
に
応
え
た

く
思
う
。２　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
め
ぐ
っ
て

　

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
で
、
お
そ
ら
く
最
も
大
き

な
も
の
は
大
学
の
置
か
れ
た
状
況
で
あ
ろ
う
。
少
子
化
、
入

学
者
の
多
様
化
や
大
学
間
競
争
の
激
化
は
、
今
は
申
す
ま
で

も
な
い
。
学
長
と
し
て
の
喫
緊
の
課
題
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」

へ
の
対
応
で
あ
る
。
こ
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
を
い
か
に
考

え
る
か
は
、
大
学
の
大
き
な
方
針
や
教
学
運
営
に
も
深
く
関

わ
る
。
大
学
に
求
め
ら
れ
る
人
材
育
成
の
方
針
と
し
て
、
経

済
界
や
行
政
か
ら
の
要
請
は
十
分
に
理
解
で
き
る
し
、
そ
の

と
お
り
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
だ
が
、
そ
う
し
た
要
請
と
は
別

に
、
大
学
人
と
し
て
独
自
の
必
要
性
を
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。

　

私
立
大
学
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
設
立
の
理
念
や
使
命
が
あ
る
。

赤
井 

益
久
●
國
學
院
大
學
学
長

大
学
の
今
と
こ
れ
か
ら
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そ
も
そ
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
建

学
の
精
神
と
し
、
そ
れ
は
す
で
に
自
明
の
理
で
あ
っ
て
、
そ

う
で
は
な
い
大
学
と
は
お
の
ず
と
異
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
考
え
る
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
学
問
に
国
境
は
な
い
。

ま
た
、
わ
が
国
の
高
等
教
育
の
大
き
な
流
れ
は
「
エ
リ
ー
ト
」

「
マ
ス
」「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
」
教
育
へ
推
移
し
た
と
指
摘
さ
れ

る
が
、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
」
と
は
、
宇
宙
規
模
あ
る
い
は
普
遍

的
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
大
学
を
「U

niversity

」
と
呼
ぶ

の
も
、
本
来
の
機
能
か
ら
い
え
ば
原
義
「U
nivers

」（
全
体

と
し
て
、
学
生
教
授
団
の
一
体
と
し
て
、
普
遍
的
か
つ
宇
宙

規
模
的
）
が
含
意
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
元
に
戻
っ
た

と
言
う
べ
き
か
。

　

そ
れ
が
、
い
ま
改
め
て
大
学
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
が
突

き
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大
学
が
本
来
の
機
能
を
著
し
く

忘
れ
て
い
る
の
か
、
ま
っ
た
く
別
の
方
向
に
軌
道
が
外
れ
て

い
る
の
か
。
深
く
自
問
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

わ
が
国
の
こ
こ
二
十
数
年
の
高
等
教
育
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
そ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
た
と
え
ば
「
ア
ク
レ
デ
ィ
テ
ー

シ
ョ
ン
」「
ミ
ニ
マ
ム・

リ
ク
ワ
イ
ア
メ
ン
ト
」「
エ
ン
ロ
ー

ル
メ
ン
ト・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
Ｇ
Ｐ
Ａ
」「
キ
ャ
ッ
プ
制
」

「
Ｉ
Ｒ
」「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」「
Ｐ
Ｂ
Ｌ
」「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス

キ
ル
」「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ

も
、
高
等
教
育
の
世
界
で
30
年
先
を
行
く
と
言
わ
れ
る
米
国

発
の
教
育
技
法
や
手
法
を
、
日
本
の
高
等
教
育
機
関
が
こ
ぞ
っ

て
追
随
し
て
い
る
と
い
う
図
式
で
あ
る
。
金
融
や
産
業
を
は

じ
め
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
欧
米
発
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
」
に
拮
抗
す
る
だ
け
の
教
育
内
容
を
開
発
し
て
こ
な

か
っ
た
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
大
学
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が

問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
高
等
教
育
も
立
派
な

産
業
で
あ
る
。
生
み
出
す
成
果
に
は
、
当
然
な
が
ら
質
保
証

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
大
学
そ
の
も
の
の
存
在
が
問

い
直
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

大
学
が
教
育
の
質
保
証
に
無
頓
着
で
、
右
肩
上
が
り
の
成

長
期
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
る
間
に
、
自
己
開
発
の
機
会
を

失
い
、
そ
の
ツ
ケ
が
今
回
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

わ
が
国
に
と
っ
て
の
最
大
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
明
治
維
新

だ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
長
い
間
の
鎖
国
を
開

放
し
て
外
交
や
内
政
に
、
欧
米
に
追
い
つ
け
追
い
越
せ
を
標

榜
し
て
近
代
化
を
急
い
だ
。
そ
う
し
た
折
に
も
、
一
方
で
は

自
国
の
文
化
を
重
視
せ
ん
と
す
る
動
き
も
強
固
に
あ
り
、
そ

の
せ
め
ぎ
合
い
の
上
に
近
代
国
家
は
成
立
し
て
い
る
。

　

異
文
化
を
吸
収
発
展
さ
せ
る
日
本
の
高
度
な
吸
収
力
と
応
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用
力
が
発
揮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
例
に
学
ぶ
ま
で
も
な

く
、
日
本
の
高
等
教
育
政
策
の
方
向
性
の
問
題
点
は
、
じ
つ

は
こ
の
「
せ
め
ぎ
合
い
」
の
重
要
性
が
閑
却
さ
れ
、
一
方
向

的
に
な
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。
優
れ
た
も
の
を
学
ぶ
の
は
も

ち
ろ
ん
悪
い
こ
と
で
は
な
い
、
し
か
し
、
そ
こ
に
は
独
自
に

展
開
す
る
特
殊
性
や
地
域
性
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
と

の
衝
突
や
軋
轢
の
上
に
、
独
自
の
も
の
が
形
成
さ
れ
る
と
い

う
認
識
を
欠
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
す
る
に
し
て
も
、
大
学
の
個
性
を

生
か
し
た
取
り
組
み
に
し
た
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
長
続
き

し
な
い
し
、
身
に
つ
く
施
策
に
は
な
ら
な
い
。
そ
う
思
い
、

法
人
と
協
力
し
て
大
学
の
短・

中
期
計
画
を
抜
本
的
に
検
討

し
直
し
、
策
定
し
た
。

３　
求
め
ら
れ
る「
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
」と
は
？

　

國
學
院
大
學
の
建
学
の
精
神
は
、
日
本
人
の
拠
り
所
を
究

明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
凡

お
よ
そ

学
問
ノ
道
ハ
本
ヲ

立
ツ
ル
ヨ
リ
大
ナ
ル
ハ
莫な

シ
」（
設
立
時
の
宣
言
）
あ
る
い
は

「
外と

つ
国
々
の
長
き
を
採
り
て　

我
が
短
き
を
補
ふ
世
に
も　

い
か
で
忘
れ
む
も
と
つ
教
は　

い
よ
ゝ
み
が
か
む
も
と
つ
心

は
」（
校
歌
）
を
掲
げ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
異
文
化
に
学

び
な
が
ら
、
自
国
の
文
化
の
拠
っ
て
立
つ
基
盤
を
攻
究
す
る

こ
と
を
使
命
と
し
て
き
た
。

　

そ
れ
を
現
代
に
適
応
す
べ
く
、
短・

中
期
計
画
を
策
定
し

た
。
法
人
が
定
め
た
「
21
世
紀
研
究
教
育
計
画
」
が
そ
れ
で

あ
る
。
創
立
１
２
０
周
年
を
機
に
策
定
さ
れ
、
５
年
度
ご
と

に
見
直
し
、
現
在
は
第
三
次
計
画
が
進
行
中
で
あ
り
、
２
０

１
６
年
度
に
は
次
の
改
革
実
行
計
画
を
策
定
す
る
。

　

そ
こ
で
は
、
大
学
の
使
命
（M

ission

）
と
し
て
「
伝
統
と

創
造
」「
個
性
と
共
生
」「
地
域
性
と
国
際
性
」
の
調
和
を
標

榜
し
、
大
学
の
将
来
像
（V

ision

）
と
し
て
、「
１ 

建
学
の

精
神
を
活
か
し
た
個
性
あ
る
教
育
と
研
究
の
実
現
」「
２ 

日

本
社
会
の
中
核
を
担
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
時
代
に
対
応

で
き
る
人
材
の
育
成
」「
３ 

國
學
院
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
強

化
」
を
掲
げ
た
。

　

特
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
海
外

に
「
押
し
出
す
」
プ
ッ
シ
ュ
型
と
、
海
外
を
国
内
に
「
引
き

込
む
」
プ
ル
型
の
双
方
を
想
定
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、

学
内
外
に
発
信
し
、
施
策
に
も
反
映
さ
せ
た
。
ま
た
、
教
養

教
育
の
設
計
基
盤
に
「
時
間
軸
」
と
「
空
間
軸
」
の
意
識
を

植
え
付
け
、
自
己
と
他
者
と
を
深
く
認
識
す
る
こ
と
こ
そ
、

真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
あ
る
と
考
え
る
。
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こ
う
し
た
計
画
の
実
現
に
は
、
学
長
を
中
心
と
す
る
「
ガ

バ
ナ
ン
ス
」
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
計
画
を
策
定
し
て
13

年
を
閲
し
、
事
業
計
画・

予
算・

事
業
報
告・

決
算
が
相
互

に
緊
密
に
連
携
し
、
相
互
に
関
わ
り
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
あ
と
は
、
大
学
の
構
成
員
で
あ
る
教
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ

ど
れ
だ
け
自
分
の
も
の
と
し
て
計
画
を
理
解
し
、
各
部
署
の

日
常
業
務
の
中
で
緊
密
に
連
係
さ
せ
、
そ
れ
を
位
置
付
け
で

き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

教
育
と
研
究
が
大
学
の
両
輪
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
将
来
像

に
掲
げ
た
施
策
を
推
進
す
る
エ
ン
ジ
ン
が
必
要
で
あ
る
。
２

０
０
７
年
に
、
こ
れ
ま
で
の
組
織
を
糾
合
し
て
「
研
究
開
発

推
進
機
構
」
を
組
織
し
、
２
０
０
９
年
に
教
育
支
援・

学
習

支
援
を
強
化
す
る
目
的
で
「
教
育
開
発
推
進
機
構
」
を
設
置

し
た
。
両
機
構
は
専
任
の
教
員
と
兼
担
教
員
か
ら
な
る
組
織

で
、
特
定
課
題
や
日
常
の
支
援
業
務
を
担
当
し
、
学
長
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
を
執
行
部
と
と
も
に
支
え
て
い
る
。

４　
学
長
の
役
割�

　
　

―
学
校
教
育
法
改
正
に
つ
い
て
―

　

大
学
に
、
も
し
独
自
の
文
化
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

時
間
が
か
か
る
が
、
理
解
さ
れ
、
同
意
さ
れ
れ
ば
物
事
が
動

く
と
い
う
点
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
教
員
は
見
識
あ
る

一
箇
の
学
究
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
良
識
に
し
た
が
っ
て
判

断
し
行
動
す
る
点
で
あ
ろ
う
。

　

学
校
教
育
法
の
改
正
は
、
当
初
、
国
公
立
大
学
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
対
策
と
見
ら
れ
て
い
た
が
、
中
身
は
私
立
大
学
に
と
っ

て
も
、
こ
れ
ま
で
の
文
化
を
揺
る
が
す
大
き
な
変
化
を
も
た

ら
し
た
。
大
学
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
が
あ
っ
た
こ
と

は
容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

國
學
院
大
學
で
は
、
す
べ
て
の
学
内
規
程
の
見
直
し
を
進

め
た
。
２
０
１
４
年
12
月
の
全
教
員
が
参
加
す
る
教
授
会
で

審
議
し
た
。
古
い
大
学
の
名
残
で
、
す
べ
て
を
い
わ
ゆ
る
「
全

学
教
授
会
」
で
審
議
し
て
き
た
経
緯
か
ら
、
お
び
た
だ
し
い

学
内
規
程
が
法
令
と
抵
触
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
学
長
と
し

て
は
、
何
度
で
も
説
明
し
、
学
校
教
育
法
の
主
旨
を
理
解
い

た
だ
き
、
改
正
を
認
め
て
も
ら
う
つ
も
り
だ
っ
た
。
し
か
し
、

教
授
会
の
権
能
低
下
や
学
長
の
権
限
強
化
を
危
惧
す
る
教
員

か
ら
採
決
の
動
議
が
出
さ
れ
た
。
教
学
に
関
す
る
重
要
事
項

は
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
が
必
要
で
あ
る
と
の
そ
の
時
の
規

程
に
基
づ
く
動
議
で
あ
る
。
結
果
は
、
学
長
提
案
が
圧
倒
的

な
支
持
を
得
て
１
回
の
採
決
で
決
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
見
て
、
教
授
会
の
構
成
員
が
、
少
な
く
と
も
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こ
れ
ま
で
の
十
数
年
間
に
お
け
る
短
中
期
計
画
の
折
々
の
中

間
報
告
や
新
た
な
計
画
立
案
の
推
移
を
見
て
、
無
責
任
な
教

授
会
の
あ
り
方
に
対
し
て
自
己
懐
疑
的
で
あ
り
、
ま
た
学
長

を
中
心
と
す
る
大
学
執
行
部
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
必
要
性
を
認

め
て
い
る
実
態
を
肌
で
感
じ
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
よ
り
建
設
的
な
方
向
に
向
か
わ
せ
る
に

は
、
目
標
を
明
確
に
掲
げ
、
何
度
で
も
説
明
し
、
大
学
の
進

む
べ
き
方
向
性
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
う
。

し
か
し
、
法
律
が
変
わ
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
全
て
が
順
調
に

推
移
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
い
や
、
む
し
ろ
無
用
な
期
待
や

過
大
評
価
も
困
り
も
の
で
あ
る
。
学
長
方
針
を
明
確
に
示
し
、

そ
の
必
要
性
を
構
成
員
に
知
ら
し
め
、
共
感
を
得
て
実
行
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。「
急
が
ば
回
れ
」
で
あ
る
。

５　

�「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン
」育
成
の
た
め
の�

教
育

　

と
は
い
え
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
重
要
性
は
想
像
以
上
の

も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

大
学
の
構
成
メ
ン
バ
ー
が
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
追
い
つ
い

て
い
け
な
い
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
大
学
改
革
の

速
度
は
、
従
前
に
比
較
し
、
速
ま
り
こ
そ
す
れ
遅
く
な
る
こ

と
は
な
い
か
ら
だ
。
私
立
大
学
の
向
か
う
方
向
は
、
す
で
に

明
ら
か
で
あ
る
。

　

学
士
課
程
教
育
は
教
養
教
育
と
専
門
基
礎
教
育
、
大
学
院

教
育
は
専
門
教
育
と
役
割
分
担
を
明
確
化
す
る
こ
と
、
従
前

の
定
量
的
評
価
か
ら
定
性
的
評
価
へ
と
教
育
内
容
や
教
育
課

程
、
評
価
基
準
な
ど
を
改
め
る
こ
と
、
建
学
の
精
神
に
基
づ

く
個
性
あ
る
教
育
と
研
究
を
実
現
す
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

　

大
学
の
教
員
に
は
、
い
く
つ
か
の
思
い
込
み
が
あ
る
。
一

つ
は
、
自
分
は
教
育
の
プ
ロ
と
な
る
教
育
を
受
け
て
こ
な
か
っ

た
と
い
う
点
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
自
分
で
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
点
。
ま
た
一

つ
は
、
自
分
は
専
門
教
育
の
プ
ロ
で
あ
っ
て
、
教
養
教
育
の

プ
ロ
で
は
な
い
と
い
う
点
な
ど
で
あ
る
。

　

大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
以
降
、
多
く
の
大
学
は
、
大
学

改
革
の
弊
害
と
し
て
教
養
部
も
し
く
は
そ
れ
に
類
す
る
機
関

を
解
体
し
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
、
大
学
に
求
め
ら
れ
る

人
材
育
成
の
方
向
性
は
、「
学
士
力
」「
社
会
人
基
礎
力
」
な

ど
に
端
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
限
り
な
く
教
養
教
育
、
汎

用
的
能
力
、
応
用
能
力
の
養
成
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

　

実
際
は
こ
の
よ
う
に
、
当
初
の
目
論
見
に
反
し
て
、
大
学

全
体
が
大
き
く
教
養
教
育
機
関
へ
と
シ
フ
ト
し
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
教
育
の
質
保

証
も
、
定
量
的
な
指
標
か
ら
定
性
的
指
標
へ
と
移
り
、「
リ

サ
ー
チ
ャ
ー
」
か
ら
「
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」
へ
と
教
員
の
役
割

が
変
化
し
、
目
の
前
に
い
る
学
生
た
ち
は
、
大
学
と
い
う
同

じ
空
間
を
共
有
し
て
い
な
が
ら
、
一
昔
前
の
学
生
と
志
向
も

関
心
も
異
な
る
人
間
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
。

　

自
ら
を
専
門
の
学
者
と
み
な
し
、
教
養
教
育
を
一
段
低
く

見
て
き
た
伝
統
は
、
抜
き
差
し
が
た
く
牢
固
と
し
た
も
の
が

あ
る
。
研
究
者
で
あ
っ
て
教
育
者
で
は
な
い
と
自
負
す
る
日

本
の
教
員
は
、
こ
の
こ
と
に
鈍
感
で
あ
る
。
い
か
な
る
専
門

で
あ
れ
、
学
生
に
汎
用
的
な
能
力
を
賦
与
す
る
こ
と
は
で
き

る
し
、
自
ら
が
専
門
と
す
る
分
野
を
材
料
と
し
て
利
用
す
れ

ば
よ
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
識
の
改
革
こ
そ
、
大
学
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
変
換
に
な
る
の
だ
。

　

私
は
常
々
言
っ
て
い
る
。
教
員
が
所
属
す
る
の
は
「
学
部
」

で
あ
っ
て
構
わ
な
い
。
し
か
し
、
教
育
を
担
当
す
る
の
は
自

分
の
専
門
と
し
て
き
た
分
野
だ
け
と
は
限
ら
な
い
。
前
者
を

「Faculty

」
も
し
く
は
「D

epartm
ent

」、
い
わ
ゆ
る
学
部

と
し
、
教
育
部
門
で
の
ま
と
ま
り
を
「School

」、
い
わ
ゆ
る

教
育
部
門
と
呼
び
、
ど
の
力
を
つ
け
さ
せ
る
か
を
分
け
て
考

え
、
教
育
に
当
た
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

　

不
透
明
な
未
来
社
会
に
見
通
し
を
立
て
、
想
起
不
能
な
問

題
を
克
服
す
る
力
を
大
学
に
期
待
す
る
こ
と
は
、
社
会
の
活

性
化
に
大
学
の
力
が
ま
だ
果
た
す
べ
き
役
割
が
あ
る
と
み
な

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

大
学
は
、
知
を
蓄
え
、
学
術
資
産
を
継
承
し
、
い
か
な
る

事
態
に
も
備
え
を
構
え
た
知
の
拠
点
で
あ
る
。
真
理
の
探
究

と
と
も
に
、
社
会
に
お
け
る
存
在
感
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

最
後
の
課
題
こ
そ
、
こ
の
４
年
間
で
達
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
は
あ
く
ま
で
も
方
法
で
あ
る
。
要
は
、
何
事
に
つ
け
て

も
冷
静
に
課
題
を
発
見
し
、
積
極
的
に
解
決
に
導
く
力
を
つ

け
た
人
材
、
す
な
わ
ち
「
積
極
的
に
行
動
で
き
る
人
材
（
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン
）」
の
養
成
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

私
立
大
学
は
原
点
に
立
ち
返
り
、
そ
の
存
在
を
内
外
に
知

ら
し
め
る
役
割
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
大
学
は
、
一
に
そ
の

成
否
に
か
か
っ
て
い
る
。
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